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甲賀忍者の歴史
　ひと村程度を基盤とする小領主である半農半武の甲賀武士は、地元では中世農民自治の中心人物でもあっ
たが、長享元年（1487）、近江守護六角高頼を守ってゲリラ戦で奮戦し、将軍足利義尚の軍を「鈎（まがり）の
陣」において夜襲して戦功をあげ、この活躍が「甲賀の忍び」として全国に知れ渡るとともに、この戦功により
六角氏より感状を受けて「甲賀五十三家」や「甲賀二十一家」が成立した。戦国時代には甲賀武士は全国各地で
忍びとして活躍し、平和な江戸時代には主として甲賀に残った者達が苦労して伝統を守り伝えた。

忍者と忍術
　甲賀は伊賀と並ぶ忍者の里である。特に杣川の流域と飯道山の山
麓は、古くから天台密教と修験道が重層した結果山上の修験と里山
伏が一体となり、そこへ甲賀の地理的特色や都の近さが、深い知識と
高い技術、強い武術と厚い情報網を合わせ持つ甲賀武士集団を生み
出した。戦国時代、彼ら甲賀武士が「甲賀の忍び」として世に知られ、
各地の大名に招かれて特異な活躍をしたとき、彼らの中に「甲賀忍
術」が成立していった。
　「忍者」という用語は近代のものであるが、「甲賀の忍び」が戦国時
代に有能であったことは家康の軍師が江戸時代初期に書き残してお
り、間違いのない歴史上の事実である。一般に「甲賀の忍び」はゲリラ
戦や情報戦を得意とし、元々火矢、のろし、松明など黒色火薬を用い
る技術である火術をも得意とし、火縄銃が渡来した時にはいち早く
導入した。これらの戦闘技術に、薬草の知識をベースとして腹薬や鎮
痛剤から毒薬や眠り薬、地理や星座の知識、安心を得るための精神統
一術、更には情報操作術から高度な戦術論や戦略論まで幅広い知識
を加えて集大成されたものが「忍術」である。
　したがって、忍者とはドロンと消える怪物でもなければ、物凄い特
殊武術の大家でもなく、普通の甲賀の人達が、修行を通じて幅広い知
識と技術を学んで一人前の「甲賀武士」となり、実践の場で生かされ
て成果を上げた時、彼らは「甲賀の忍び」となったのである。

中世城郭と忍者
　そもそも甲賀忍者とは甲賀武士が、多くの場合
甲賀郡の外で仕事として活躍した姿を、第三者が
名付けたものである。では彼らは甲賀の地元では
どうしていたのか。
　実は同名中惣や甲賀郡中惣という農村の自治が
行われていた中心には常に土豪として甲賀武士が
地域を率いていた。その彼らが自分たちの地域を
守るために築城し守ったのが甲賀の中世城郭であ
る。つまり甲賀の中世城郭とは甲賀忍者の地元で
の力の源泉であった。


